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摘 要

襟 裳 岬 に お い て 、 2005… 2010年 にゼ ニ ガ タ ア ザ ラ シ 64頭 (オ ス 38頭 、 メ ス 26頭 )と
ゴマ フ ア ザ ラ シ 5頭 (オ ス 3頭 、 メ ス 2頭 )を 捕 獲 し、外 部 計 沢1。 標 識 付 け の後 に放 獣

した。 捕 獲 され た個 体 の うち、 ゼ ニ ガ タ ア ザ ラ シ で は 48頭 (75.0%)が 、 ゴマ フア ザ

ラ シ で は 5頭 (100%)が Pup(新 生子 )と 判 断 され た。 捕 獲 時 のゼ ニ ガ タ ア ザ ラ シ の

外 部 計 測 値 は 、体 長 に対 して 、体 重 は対 数 近 似 曲線 に近 似 した。 ア ザ ラ シ類 の混 獲 死

亡 。漂 着 の情 報 は 、2004年 ま で の標 識 個 体 につ い て 8件 、2005… 2010年 の標 識 個 体 につ

い て 5件 の 計 13件 に つ い て得 られ た。 サ ケ 定 置 網 の 混 獲 は 、 ゼ ニ ガ タ ア ザ ラ シ の Pup

の 大 き な死 亡 要 因 に な っ て い る と推 察 され た。他 地 域 で 目撃 。死 亡 が確 認 され た標 識

個 体 はい な か っ た。

Abstract

A total of 64(Male:38,Fcmale:26)Kuril harbor seals(Pみ ο
`α

ν′′γ′ルαs′りκ
`gι

r′ )and

5(Male i 3,Femalc: 2)spotted seals(P ′α′g力α)were measurcd and tagged during thc

years 2005… 2010 at Cape Erimo,Hokkaido,Japano Most of the captured harbor seals(n=

48,75.0%)and al1 5 spotted seals(100%)WCre pups The rclationship between thc body

lcngth and body wcight of the Kuril harbor seals was analyzcd using log approxilnation.

Of 13 bycatch and stranding records, 8 contained information unti1 2004, and 5 covercd

the ycars 2005… 2010.Bycatch is a serious problcnl for harbor seal pups.The bycatch and

stranding records containcd no information on tagged seals in othcr arcas.

1)北 海 道 大 学 水 産 科 学 院 資 源 生 態 学 領 域  2)ひ れ あ し研 究 会  3)え りも ,シ ー ル・ ク ラブ  4)
え りも・ シー ル ・ ク ラ ブ サ ポー ター  5)え りも町 交 流 促 進 セ ン ター 襟 裳 岬 「風 の館 」 6)え りも町

郷 土 資料 館 ・水 産 の館 7)帯 広 畜 産 大 学 ゼ ニ ガ タア ザ ラ シ研 究 グル ー プ

1,2)・ Fujii, K 2)・  Saito, S 2)・  Yanagida, K 3)

4)° SuZuki, K 3)・ Watanabe, Y 3)・ Suruga, H 3)

Suruga, T 3)・  Shiraishi, T 3)・  IShikawa, S 3,5)

T 3,6)・ Nakano, K 7) and lshikawa, A 3)

-5-



BuⅡ.Ettmo Town Mus915 14(2012)

はじめに

北半球に広く分布するゼニガタアザラシ Harbor

Sed C加
“

ツプ″′′滋)は、千島列島から北海道にその

一亜種c.ν .率″物 力`分布し (IUCN 2011)、 日本

では、襟裳岬から根室の太平洋沿岸域に周年生息し

ている (伊藤・宿野部 1986)。 本種は、環境省のレ

ッドデータブックで絶滅危瞑 B類に指定されてい

るが (環境省 2007)、 漁獲物の食害等の漁業被害の

問題により、保護管理の在り方が課題になっている。

襟裳岬地域は、北太平洋におけるゼニガタアザラ

シの分布の南限であり (犬飼 19柁 )、 日本最大の出

産・育子場かつ生息場であるlHayanla 1988)(図 1)。

当地域では、1980年代中頃にはゼニガタアザラシは

150頭ほどが確認されていたが、2000年代以降は400

頭以上が確認されるようになっており、また、数十

頭のゴマフアザラシcル ジのも観察される (石川

2006)。

野生動物の調査研究・保全を進めていく上では、

動物の生体捕獲からでしか得られなしヽ情報がある

lManvillc 1949)。 しかしながら、日本に生息するゼ

ニガタアザラシにおいて、生体捕獲が継続して行わ

れているのは襟裳岬地域のみである。当地域では、

1990年代から地元のNGO『えりも・シール・クラ

ブ』を中心として、1990‐2004年に計 110頭のゼニ

ガタアザラシ、3頭のゴマフアザラシ、そして 1頭

のワモンアザラシc ttμ力)が捕獲・外部計測・標

識付けの後に放獣された繊井 ら2005)。 本稿では、

2005年以降に襟裳岬地域において生体捕獲された

個体の情報を整理し、放獣後の再捕獲・死体回収の

記録をまとめることで、ゼニガタアザラシの生態に

関する基礎的知見を得ることを目的とした。

方法

生体捕獲、外部計沢1および標識付け

2005-2010年 に、襟裳岬においてゼニガタアザラシ

を中心としたアザラシ類を藤井ら (2005)に準じて

生体捕獲した。具体的には、多くの新生子 (以下、

Pup)が母親から離平Lした5月 下旬から7月 頭に、イヽ

型漁船で上陸岩礁に接近し、タモ網を用いてアザラ

シ類を捕獲した。捕獲した個体は、タモ網に入れて

陸上まで運搬し、体重測定、外部計測、頭部にネオ

プレーン製のワッペン (接着剤Lock‐tite401を 使用)、

および後脚にプラスチックタグを装着した後、放獣

した (図 2)。 捕獲から放獣に至るまでに麻酔は使用

せず、調査員が馬乗り保定を行なった。外部計測部

位は、体長 (吻端から尾端までの直制颯輸 、および

腋下部周囲長 (前脚の後ろの付け根部の胴周りの長

さ)と した (図 3)。 個体によつては、さらに詳しく

計測されているが、本稿ではこの2点についてのみ報

告する。プラスチックタグは、ダル トン社のジャン

ボ型とロー ト型を、オスは右にジャンボ、左にロー

トを、メスではその逆を装着した。捕獲個体は、毛

並みや行動、および外部計測値からその年生まれの

新生子とそれ以上とに区別した。ゼニガタアザラシ

以外のアザラシ類が捕獲された場合も、同様に外部

計測・標識付けの後に放獣した。

図1襟裳岬地域におけるゼニガタアザラシの上陸岩礁(上陸場)の概要。

Fig 1 0tFt‖ ne Ofthe haul― out ste of Ku‖ l harbor seals(P/7aO′ レ″Z″わ′s¨力qpう at cape EHmo,Hokkaido,」 apan
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図2標識付けされて放獣されたゼニガタアザラシ。頭部にネオ

プレーン製のワッペンを、後脚にプラスチック製のタグを装着し

た。

Fig 2 Tagged Ku‖ l harbor seal The head is taggedゃ |たh neoprene,

and the hind leg with plasJc.

図 3計測部位。1)体長 (吻端～尾端までの直線距離 )、 および

2)腋下部周囲長 (胸囲)を示す。

Fig 3 Body area measured l)Length,2)Gtth of axl‖ a

なお、生体捕獲は、ゼニガタアザラシは環境省、

その他のアザラシ類については、北海道の捕獲許可

を得て実施した。

外部計測値データの解析

本調査および2004年以前のデータ 繊勢 ら2005)

を合わせて、以下の解析を実施した。

ゼニガタアザラシの体長 (cm)と 性別 (オス、メ

ス)を説明変数、体重 lkglを従属変数とし、対数

回帰式により成長式を推定した。また、ゼニガタア

ザラシの外部計測値の雌雄差 lNaito and Nislliv7aki

1972)について検討するために、体長および体重の

平均値と分散について、マン・ホイットニーのU検

定およびコルモゴロフ・スミルノフ検定を用いて比

較した。ただし、体重については、lk8単位 以上で

記録されていた場合は (例えば、土××kg,+××kgな

ど)、 解析から除いた。統計解析には、解析ソフト

StatⅥ ew 5.0を使用した。

えりも研究・第 9号・ 2012

日視および混獲記録の収集

標識個体および混獲個体の目摯情報および個体の

収集は、Web上での情報収集 (e.gり ひれあし研究会

HP llu://sitcs.googb.ooWsite/pimipedresearchgroup/1

や関係機関へのちらし配布によって、随時行なった。

混獲死亡や漂着の情報が寄せられた際は、可能な限

り調査員が現地に赴き、死体回収および外部計測を

行なった。

結果と考察

生体捕獲結果と計測値

2005…2010年に捕獲された個体の情報を表 1に示

した。計 64頭のゼニガタアザラシ (オス38頭、メ

ス26頭)と 5頭のゴマフアザラシ (オス3頭、メス

2頭)を捕獲し、全ての個体について、外部計測・

標識付けの後に放獣した。捕獲された個体のうち、

ゼニガタアザラシでは48頭 175.0%)が、ゴマフア

ザラシでは5頭 (100%)が、Pupと判断された。こ

れは、Pupは動きが鈍いために、成獣に比べて捕獲

されやすいことによると考えられる。ただし、厚岸

大黒島での観察によれ|よ 前年生まれの個体 (1歳)

は、6月 末には換毛が完了している観察事例がある

ことから (小林万里、東京農業大学網融 0北

の海の動物センター、私信)、 調査員がPupと 判断

した個体の中には、1歳獣が含まれている可能性も

あり、齢区分の再検討を行なうことが必要かもしれ

ない。

藤井ら 0005)では、再捕獲された個体が2個体

lEZ0106 EZ0303、 およびEZOHl―EZ0307)存在し

たことが報告されているが、2005-2010年の間には、

再捕獲はなかつた。

ゼニガタアザラシについて、生体捕獲時 6月下旬

-7月 上旬)の体長に対する体重の成長曲線を図4に

示した。体長に対して、体重は急速に増加した後、

横ばいに至る対数近似曲線に近似したが い00001、
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R2刊 .641,R'2=0.638)、 雌雄で統計的な優位差は認

められなかった (■0.05)。

ゼニガタアザラシの体長および体重のヒストグラ

ムを図 5に示した。体長は、オスで 108.13± 13.77

cm(平均±標準偏洵 、メスで 104.39± 15.47 cIIlであ

り、平均値・分散ともに雌雄差が認められたり005)。

一方で体重は、オスで38.31± 10.59 kg,メ スで37.00

±12.58 kgで あり,雌雄で統計的な有意差は認めら

0●・
‡

９

O

b」lrr

+オス Male
oメ ス Female

れなかった り■05)。 捕獲されたオスの平均体長が

メスに比べて大きいにもかかわらず平均体重には統

計的な雄雌差が認められなかったこと、また体長に

対する体重の成長曲線に統計的な雌雄差が認められ

なかつたことは、性別や個体の栄養状態によつて、

行動パターンや機敏さが異なることを反映している

のかもしれない。

図 4.生体捕獲されたゼニガタアザラシの成長曲線 Y=
→24378+77 9432Hn(Xlは O Cll11)。 雌雄差は認められなかっ

たの 005)。 R2-0641,aduSted R2=0638.

Fig4 Relationship b由″een the body length and body vveight of

Ku"l harbor seals There were no signncant difFerences bemeen

the grow帆 h curves ofthe sexes
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図 5捕獲されたゼニガタアザラシの体長(左図)および体重(右図)のヒストグラム(上 ;オス、下;メス)。 体長には、雌雄差

が認められた(マン・ホイットニーのU検定およびコルモゴロフ・スミルノフ検定、メ005)。

Fig 5 Histogram showing the body length and body weight of Ku‖ l harbor seaに (upper panel,Male;lower panel,Female)

Length L drfferences between the sexes(U― test&Kolmogorov Smimov test,(005)

メス Female メス Female
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放獣個体の目撃および死亡 。漂着情報

2005…2010年に捕獲・放獣された個体について、

5頭で死亡が確認された (表 1)。 具体的には、2005

年に捕獲時にPupと判断されたゼニガタアザラシ 1

頭 ωЮ511)お よびゴマフアザラシ2頭 lEG0502、

E(Ю503)が、同年の秋サケ定置網で混獲。死亡した。

2007年に捕獲時にPupと 判断されたゴマフアザラシ

lE∞701)は、同年秋に襟裳岬地域の漁港に死体が

漂着した。2008年の捕獲時に 1歳以上と判断された

1頭のゼニガタアザラシ にЮ802)は、翌年の秋サ

ケ定置網で混獲死亡した。また、2004年までに放獣

された個体について、混獲 。漂着の情報が寄せられ

たのは8件で、そのうち捕獲年に死亡が確認された

のは、4件であった (表 2)。 放獣後の情報としては、

2002年に捕獲された個体∝m205)が、3年後の2005

年に死亡漂着したのが、最長記録であった。藤井ら

0005)は、2004年 6月 に標識付けされたPup10頭

のうち、3頭 (30.0%)が 同年の秋サケ定置網にて混

獲死亡したことを報告している。本研究では、秋サ

ケ定置網において混獲死亡した事例は、2004年まで

に放獣された個体で4件、それ以後で4件の計 8件

であつた。2005-2010年 は、秋サケ定置網漁の漁期

にアザラシを専門とした調査員が襟裳岬に常駐して

の混獲実態調査は実施されなかったため、確認でき

なかった混獲事例が実際はもつと多かったと推察さ

れる。混獲は、野生動物個体群にとっては死やケガ

の危険性が、人間にとっては、網が破損した場合の

修繕や、混獲した生体あるいは死体を除去するため

に時間・費用がかかる lZollctt 2009)。 混獲防止の

取り組みは、アザラシ類による漁業被害の軽減にも

つながると期待される。北欧では、ゼニガタアザラ

シの混獲防止および漁業被害軽減のために、サケ定

置網の漁具の改良などが積極的に進められており

缶皿H"d」.2003)、 今後、日本でもそれらの試

行が課題である。

えりも研究・第9号・2012

捕獲 。放獣された全ての個体については、藤井ら

0005)と 同様、他地域での目撃 。混獲・死亡漂着

の情報はなかった。このことは、襟裳岬地域のゼニ

ガタアザラシは、閉鎖個体群であるという先行研究

結果 (ミ トコンドリアDNAの解析 ;Nよ電a、va ct alり

2010、 発信機の装着による行動解析 ;Fttii ct al.,2006)

を本研究でも支持するといえる。ただし、襟裳岬か

ら隣の上陸場、厚岸地域までは直線距離で約 200kln

であり、アザラシ類にとつて移動が不可能な距離で

はない。海外 (他の醐 のゼニガタアザラシでは、

行動圏が数百kllにおよぶことがあり、例えば、ノ

ルウェーで標識付されたゼニガタアザラシのPupは、

平均 64肺、最大で4631cnに わたって分散していた

との報告がある lBiorge dJ.2002)。 また、襟裳岬地

域と北海道東部の厚岸地域の間に位置するいくつか

の市町村では、ゼニガタアザラシの上陸・遊泳個体

の観察記録がある (浦幌町 ;千嶋 2001、 私信、豊頃

町 ;千嶋私信、広尾町 ;千嶋・藤野 2003)。 これら

のことから、襟裳岬地域と道東地域の間で移動があ

る可育旨性は残されている。カロえて、近年の襟裳岬地

域でのゼニガタアザラシの個体数増加に伴い、漁業

被害を受ける地域が拡大していると主張する漁業者

もおり、行動圏に関する研究の重要性は高まつてい

る。襟裳岬地域で放獣された個体の目撃および死

亡 。漂着情報は、今後も継続して収集することが必

要である。

今後の課題

生体捕獲時に頭部あるいは腰部に接着剤 lLock

titc401)で装着するネオプレーン製のワッペンは、

7¨8月 の換毛時期 (新妻 1986)に脱落する。また、

後脚に装着するプラスチックタグは、構造上の問題

から、例えば他の食肉目において、装着後数年で脱

落することが報告されている (浅野ら2006)。 本研

究では、放獣後に混獲死亡 。漂着して死体が回収さ
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れた個体において、ネオプレーン製のワッペンが装

着していた個体は認められなかった。また、プラス

チック製のタグは、死体回収時に片足にのみしか装

着されていなかったり、漁業者からタグのみが回収

された事例もあつた (表 2)。 これらのことから、標

識の接着方法には、改善の余地が認められる。

さらに、標識個体の目撃情報を効率的に収集する

ためには、一般も含めて広く情報提供を呼びかける

必要がある。調査について広く広報することには、

地域住民が身近な自然への関心を高める自然教育の

効果も期待される。現在も、ウェブサイ トや雑誌、

チラシ、ポスターなどを用いて目撃情報の提供を呼

び掛けてはいるが、実際に情報が提供される事例は

少なく、さらなる工夫が必要である。

追記 (標識個体目撃情報募集のお願い)

今後も継続して捕獲・標識付けおよび混獲・漂着

個体の情報収集を行なうことで、本地域におけるゼ

ニガタアザラシの生物学的な基礎的情報が得られる

と期待される。標識されたアザラシを目撃された場

合は、場所、日時、ワッペンの色、タグの色・番号、

目撃時の状況、死体であれば体長 (cmttω 、その他

写真等の情報も添えて、御連絡をお願いしたい。

連絡先 :ひれあし研究会  (担当 藤井)

珂五̈k@Carnel.plalaorjp
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表 1襟裳岬で捕獲、標識・計測されたアザラシのデーター覧 20052010年。捕獲日および備考の 6桁の数字は、年月日を示す (例 ;

050625は、2005年 6月 25日 を示す)。 性 :Mはオス (Mtte)、 Fはメス(Femtte)を示す。種 :ゼニガタはゼニガタアザラシ、ゴマフはゴマ
フアザラシを示す。齢は、その年生まれの Pup(新生子)か、それ以上 (〉 1歳)に区分し、不明な場合は空欄とした。
Tablel  List of seals tagged and measuド ed in Cape Erimo,」 apan 2005-2010

儲
嚇

腫
噸崎

齢
崚
ｃ‐ａｓｓ

雌
鶴
陥

[lIIl   spttes  lよ タグ番号左/右

Tag Nole■ン/right

体長  腋嵩周囲長
Length   Gれ h Of

(cm)    ax‖ la(cm)

EZ0501

EZ0502

EZ0503

EZ0504

EZ0505

EZ0506

EZ0507

EZ0508

EZ0509

EZ0510

EG0501

EZ0511

EZ0512

EZ0513

EZ0514

EZ0515

EZ0516

EZ0517

EZ0518

050625 ゼニガタ F

050625 ゼニガタ M

050625 ゼニガタ F
050625 ゼニガタ F

050625 ゼニガタ M

050625 ゼニガタ F

050625 ゼニガタ M

050625 ゼニガタ M

050625 ゼニガタ F

050625 ゼニガタ M

050625  ゴマフ  M

050627 ゼニガタ M

050627 ゼニガタ M

050627 ゼニガタ F

050627 ゼニガタ M

050627 ゼニガタ M

050627 ゼニガタ F

050627 ゼニガタ M

050627 ゼニガタ M

」PN85

」PN84

」PN76  JPN79

」PN78

」PN86

」PN69

」PN70

」PN88

」PN63

」PN81

」PN87

」PN80

」PN82

」PN89

」PN93

」PN97

」PN96

」PN91

」PN99

」PN92

」PN98

050801 七福丸 (昆布

森漁協の西)にて混獲

死亡

050929七福丸(昆布森

漁協の西)にて混獲死

亡

協和定置 (東洋)にて混

獲死亡

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Pup

Pup

Pup

Pup

Pup

Pup

Pup

Pup

Pup

Pup

Pup

Pup

Pup

30

38

31

29

34

34

30

62

32

24

55

30

32

25

36

36

43

42

32

34

35

99

97

98

94

90

95

101

133

104

95

95

91

102

113

112

102

125

105

95

100

105

89

79

84

77

77

89

86

100

91

79

96

74

80

72

87

92

86

97

79

EG0502 050625  ゴマフ  F

EG0503   050625    ゴマフ

EZ0601   060624

EZ0602   060624

EZ0603   060624

EZ0604   060624

EZ0605   060624

EZ0606   060624

EZ0607   060625

ゼニガタ M

ゼニガタ F

ゼニガタ M

ゼニガタ M

ゼニガタ F

ゼニガタ M

ゼニガタ F

」PN48

」PN25

」PNl12

」PN100

」PN94

」PN95

」PN108

Pup

Pup

Pup

Pup

Pup

97

97

955

95

128

127

100

31

34

38

35

46

50+

33

85

89

95

83

100

94

75
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個体  捕獲日

番号  Capture
No     date

種   性  タグ番号左/右

Species  sex  Tag Noldし /‖ght
儲
』

様
い＜ｃｍ＞

腫
嚇崎

齢
椿
ｃｌａｓｓ

腋嵩周囲長

Girth of

ax‖ la(cm)

EZ0608 060625 ゼニガタ F

EZ0609 060625 ゼニガタ M

EZ0610 060625 ゼニガタ F

EG0601  060625  ゴマフ  M

」PNlll

」PNl10

」PN109

」PN102

Pup

Pup

Pup

Pup

３４

３７

３０

師

114

103

98

103

81

80

72

85

EZ0701 070623 ゼニガタ

EZ0702 060701 ゼニガタ

EZ0703 060701 ゼニガタ

EZ0704 060701 ゼニガタ

EZ0705 060701 ゼニガタ

EZ0706 060701 ゼニガタ

F

F

F

F

M

F

31

42

66

24

34

42

28

104

98

134

90

105

118

101

」PNl14

」PNl13

JPNl15

」PNl17

」PN124

」PNl16

」PNl19

Pup

Pup

>1歳

Pup

>1歳

>1歳

Pup

80

82

1025

72

95

91

87EG0701 060701  ゴマフ  F
071015庶野漁港に死

亡漂着

EZ0801 080621 ゼニガタ M

EZ0802 080621 ゼニガタ M

」PN130

」PN135

」PN121

」PN127

」PN132

」PN120

」PNl18

」PN128

」PN123

」PN122

」PN137

」PN136

>1歳  55

>1歳  56

Pup    35

>1歳  55

>1歳  48

Pup     30

Pup    39 5

Pup     30

Pup     30

Pup    34

Pup    32

>1歳   59

134

112

120

123

90

105

86

99

95

113

115

108

85

107

109

86

88

77

84

89

82

108

090911秋サケ定置(襟

裳興産)に混獲死亡。

混獲時;推定体重 60-

70kg、 タグは左足のみ

装着。

EZ0803 080621 ゼニガタ

EZ0804  080621  ゼニガタ

EZ0805  080621  ゼニユガタ

EZ0806  080621  ゼニガタ

EZ0807 080621 ゼニガタ

EZ0808 080629 ゼニガタ

EZ0809 080629 ゼニガタ

EZ0810 080629 ゼニガタ

EZ0811 080629 ゼニガタ

EZ0812 080629 ゼニガタ

M

F

F

F

M

M

M

M

M

M

EZ0901 090627 ゼニガタ

EZ0902 090627 ゼニガタ

EZ0903 090627 ゼニガタ

EZ0904 090627 ゼニガタ

EZ0905 090627 ゼニガタ

EZ0906 090628 ゼニガタ

EZ0907 090628 ゼニガタ

EZ0908 090628 ゼニガタ

M     」PN144

F  」PN90  JPN39

F     」PN129

M    」PN148

F    」PN125

M    」PN146

M    」PN145

M    」PN104

Pup

Pup

Pup

>1歳

Pup

>1歳

Pup

Pup

106

90

104

114

111

143

100

108

101

82

93

99

90

106

90

86

33

33

35

56

35

77
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儲
嚇

猥
呻＜ｃｍ＞

に
噸ω

齢
懸
ｃｌａｓｓ

性

ｓｅｘ

酢
鶴
Ｎｏ

歴配l  spttes
タグ番号ん/右

Tag Nolびし/ri」■

腋嵩周囲長
Girth of

ax‖ la(cm)

EZ1 001 100627 ゼニガタ

EZ1002 100627 ゼニガタ

EZ1003 1 00627 ゼニガタ

EZ1004 100627 ゼニガタ

EZ1 005 100627 ゼニガタ

EZ1006 100627 ゼニガタ

激Z模 007

EZ1 0C18 100627 ゼニガタ

EZ1009 100627 ゼニガタ

EZ1010 100627 ゼニガタ

EZ1 011 100627 ゼニガタ

F

M

M

F

M

M

M

M

M

F

」PN141

」PN150

」PN50

」PN140

」PN138

JPN131

」PN105

JPN143

」PN134

」PNlC16

>1歳  93

Pup     36

Pup     35

欠番

Pup    32

Pup     38 5

Pup     31

>1歳  56

７７

‐０１

‐‐６

９３

‐００

‐‐３

型

価

４６

師
　
師

‐６３

　

‐０３

　

９８

捕獲時、タグの大きさ

を左右逆に装着。

104

1∞

1(X〕

110

87

95

99

106

表2.襟裳岬で 2∞4年までに捕獲、標識・計測されたアザラシについて、藤井ら(2005)以 後に得られた情報一覧。捕獲日および備考

の 6桁の数字は、年月日を示す(例 ;020630は 、2002年 6月 30日を示す)。 種 :ゼニガタはゼニガタアザラシを示す。個体の捕獲時情

報については、藤井ら(2005)参 照。

TaЫe2 Deta‖ s of seals tagged and measured at Cape E"mo、 」apan u雨 I FuJ‖ et引 (2005)

個体番号

No

捕獲日    種

Capture date   Species
艦
』

EZ0204

EZ0205

EZ0401(EZ0426)

EZ0403

EZ04041EZ0432)

EZ0405(EZ0422)

EZ0410

EZ0412(EZ0431)

020630

020702

040625

040625

040627

040627

040630

040630

ゼニガタ架袂 打嚢厚∫1渕、(婁E48kg、

全長‖attm、 体長セ80cm、 腋
ゼニガタ 050531ニカンベツの浜にてミイラ状で死亡漂着

ゼニガタ 040906百人浜の定置網にて混獲死亡

ゼニガタ 051210襟裳岬地区のハタハタ漁の網にてタグのみ発見

ゼニガタ 041105秋サケ定置網(丸宝)にて混獲死亡

ゼニガタ 040829秋サケ定置網(丸岬)にて混獲死亡

ゼニガタ 0007百 人浜のカスベ漁の網にて混獲死亡

ゼニガタ 041024秋サケ定置網(NA7)に て混獲死亡
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